        桑折町告示第３０号
          平成２２年第５回桑折町議会臨時会を次のとおり招集する。
　　　　　　　　　平成２２年５月１１日
　　　　　　　　　　　　　　　　桑折町長　　　林王喜久男
                                          記
                  １．期    日      平成２２年５月１４日
                  ２．場    所      桑折町役場議場
                          応招不応招議員
　・応招議員（１４名）
　　　１番　羽根田八千代君　　　２番　片平秀雄君　　　３番　佐藤榮三君
　　　４番　川名静子君　　　５番　斉藤　謙君　　　６番　原　賢志君
　　　７番　半澤　高君　　　８番　平井國雄君　　　９番　平井光一君
　　１０番　松山善二君　　１１番　相原京子君　　１２番　齋藤松夫君
　　１３番　浅野義雄君　　１４番　高橋宣博君
　・不応招議員（なし）
                            平成２２年第５回桑折町議会臨時会
          議事日程（１号）
                              平成２２年５月１４日（金曜日）午前１０時３０分開議
　日程第　１　　会議録署名議員の指名
　日程第　２　  会期の決定について

　日程第　３　  町長提案理由の説明

　日程第　４　　議案第２７号　専決処分の承認を求めることについて

　　　　　　　　　　　　　　　（桑折町税条例の一部を改正する条例）

　日程第　５　　議案第２８号　専決処分の承認を求めることについて

　　　　　　　　　　　　　　　（桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

　日程題　６　　議案第２９号　平成２２年度桑折町一般会計補正予算(第１号)

　追加日程第１　　福島蚕糸跡地商業者募集事業に関する基本協定書第５条に基づく定期借

　　　　　　　　地権設定の覚書案の提出を求める動議

出席議員（１４名）

　　　１番　羽根田八千代君　　　２番　片平秀雄君　　　３番　佐藤榮三君
　　　４番　川名静子君　　　５番　斉藤　謙君　　　６番　原　賢志君
　　　７番　半澤　高君　　　８番　平井國雄君　　　９番　平井光一君
　　１０番　松山善二君　　１１番　相原京子君　　１２番　齋藤松夫君
　　１３番　浅野義雄君　　１４番　高橋宣博君
　・欠席議員（なし）
　・遅刻早退議員（なし）
　・職務のため議場に出席した者の職氏名
　　　　議会事務局長　　皆川嘉典君　　　書　　　　記　　佐久間 健司君
　　　　書　　　　記　　石幡勝弘君
　・地方自治法第１２１条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名
　　　　町　　　　長　　林王喜久男君　　　副町長　　小柴宏幸君
　　　　総務課長　　小竹利勝君　　　税務住民課長　　岡崎善右エ門君

　　　　企画環境課長　　山木一芳君　　　保健福祉課長　　石幡正則君
　　　　産業振興課長　　佐々木才市君　　　地域整備課長　　片平芳信君
　　　　上下水道課長　　長尾吉松君　　　会計管理者　　熊谷孔隆君
　　　　教育長　　室井君男君　　　学校教育課長　　綱島洋一君
　　　　生涯学習課長　　阿部純夫君
会　議　の　経　過

　　　　　◎開会の宣告

議長（高橋宣博君）　ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しておりますから、議会は成立いたしました。
　よって、本日招集の平成２２年第５回桑折町議会臨時会を開会いたします。



（午前１１時００分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎開議の宣告

議長（高橋宣博君）　これより直ちに会議を開きます。
　議事日程は、お手もとに印刷配付のとおりであります。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第１，会議録署名議員の指名

議長（高橋宣博君）　日程第１，会議録署名議員の指名を行います。
　今期臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により議長において、１１番　相原京子君、１２番　齋藤松夫君を指名いたします。

                  ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第２，会期の決定

議長（高橋宣博君）　日程第２，会期の決定を議題といたします。
　お諮りいたします。
　今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　ご異議なしと認めます。
　よって会期は、本日１日間とすることに決定いたしました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎議案の上程（議案第２７号～第２９号）

議長（高橋宣博君）　議案第２７号から議案第２９号の計３件を一括上程いたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第３，町長提案理由の説明

議長（高橋宣博君）　日程第３，町長より提案理由の説明があります。

町長（林王喜久男君）　本日ここに、平成２２年第５回桑折町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、時節柄何かとご多用のところご出席を賜り誠にありがとうございます。
　今議会に提出いたしました議案は、専決処分の承認２件、一般会計補正予算１件であります。提出いたしました議案の概要について、ご説明申し上げます。
　専決処分した桑折町税条例の一部を改正する条例及び桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましては、地方税法の一部を改正する法律が平成２２年３月３１日に公布され４月１日に施行されること等により、早急に当該条例を改正する必要が生じましたので、専決処分をしたものであります。
　次に、平成２２年度桑折町一般会計補正予算（第１号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ２５０万円を追加し、予算の総額を４５億５,４５０万円とするものであります。補正の内容は、伊達崎小学校屋外運動場芝生化事業が県補助事業の「うつくしまグリーンプロジェクト芝生化事業」に採択されたことに伴う増額補正であります。
　以上が提出議案の概要でありますが、詳細については担当課長よりご説明申し上げますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第４，議案第２７号　専決処分の承認を求めることについて

議長（高橋宣博君）　日程第４，議案第２７号「専決処分の承認を求めることについて」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。税務住民課長。

税務住民課長（岡崎善右エ門君）　別紙議案書により説明した。(議案第２７号)

議長（高橋宣博君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第２７号「専決処分の承認を求めることについて」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第５，議案第２８号　専決処分の承認を求めることについて

議長（高橋宣博君）　日程第５，議案第２８号「専決処分の承認を求めることについて」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。税務住民課長。

税務住民課長（岡崎善右エ門君）　別紙議案書により説明した。（議案第２８号）

議長（高橋宣博君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第２８号「専決処分の承認を求めることについて」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第６，議案第２９号　平成２２年度桑折町一般会計補正予算(第１号)

議長（高橋宣博君）　日程第６，議案第２９号「平成２２年度桑折町一般会計補正予算(第１号)」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。企画環境課長。

企画環境課長（山木一芳君）　別紙議案書により説明した。(議案第２９号)

議長（高橋宣博君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第２９号「平成２２年度桑折町一般会計補正予算(第１号)」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（高橋宣博君）　暫時休議いたします。
（午前１１時２６分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（高橋宣博君）　再開いたします。　　　　　　　　　　(午後　１時００分)

                    ◇                    ◇                    ◇

議長（高橋宣博君）　暫時休議いたします。　　　　　　　 （午後 １時００分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（高橋宣博君）　休憩前に引き続き会議を再開いたします。



（午後　３時００分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎動議の提出

７番（半澤　高君）　私は、ここで「福島蚕糸跡地商業者募集事業に関する基本協定書第５条に基づく定期借地権設定の覚書案の提出を求める動議」を提出いたします。

　　　　　　　　　　　　　　（「賛成」という声あり）

議長（高橋宣博君）　ただいま７番　半澤高君から、「福島蚕糸跡地商業者募集事業に関する基本協定書第５条に基づく定期借地権設定の覚書案の提出を求める動議」が提出されました。
　この動議は賛成者がありますので、成立いたしました。
　「福島蚕糸跡地商業者募集事業に関する基本協定書第５条に基づく定期借地権設定の覚書案の提出を求める動議」を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることについて採決いたします。
　この採決は起立によって行います。
　この動議を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることに賛成の方は起立願います。

(起立１０名　不起立　３名)

議長（高橋宣博君）　起立多数であります。
　よって、動議を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることは可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（高橋宣博君）　暫時休議いたします。
(午後　３時００分)

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（高橋宣博君）　再開いたします。
(午後　３時０１分)

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎追加日程第１，福島蚕糸跡地商業者募集事業に関する基本協定書第５条に基

　　　　　　　　　　　　　づく定期借地権設定の覚書案の提出を求める動議

議長（高橋宣博君）　追加日程第１，福島蚕糸跡地商業者募集事業に関する基本協定書第５条に基づく定期借地権設定の覚書案の提出を求める動議を議題といたします。
　提出者の説明を求めます。

７番（半澤　高君）　今回の福島蚕糸跡地商業者募集事業に関する基本協定書第５条に基づく定期借地権設定の覚書案の提出を求める動議の提出の理由を、まず３点述べさせていただきます。
　第１点、４月末までの覚書締結が延期になった理由のひとつに、ヤマザワにおけるスーパー部門の減益が挙げられているようであります。このような状況の下で覚書締結となったとしても、その後の経済情勢により出店に至らない場合も予想できるなど、予断は許さないものであります。覚書は、そのような場合を考慮し、どのような内容となっているのか、議会としてのチェックが必要です。
　理由の２番目、基本協定の第８条には、定期借地権締結に至らなかった場合、事由の如何を問わず支出した費用は互いに請求しないとあります。その点について覚書では、定期借地権締結に至らなかった場合は、どのようにうたっているのか吟味が必要と考えます。
　理由の３番目、昨年１０月７日に基本協定の締結を行いましたが、それに先立ち、１０月２日、議会に基本協定案を配付し、締結後の１０月９日の全員協議会で変更点を中心に内容の説明を受けた経過があり、今回、覚書案を提出できない理由も道理もないと考えるものでございます。
　以上、３点の理由により覚書案の提出を求めるものでありますが、議会基本条例の制定をめざす我が桑折町議会として、この重大な時期にこの動議を提出し、議会としての権能を発揮することは至極当然のことと考え、この動議を提出するものであります。以上です。

議長（高橋宣博君）　これより質疑に入ります。

１番（羽根田八千代君）　質疑をさせていただきます。
　先程来、正副議長をもって覚書の提出等を町長、執行部に求めたところでありましたが、その折に、締結前に協議整い次第提出をさせていただくという説明があったと思います。であるならば、ただいま提案理由にありましたように、以前の基本協定と同様に１０月９日ですか、そのときのタイムスケジュールと同じような対応が今回も取られるものと私は理解していますが、そのような対応で同じような対応をしていただくと信じておりますが、今回そういう前に動議を提出しなければならない理由があるのかどうかを伺います。

７番（半澤　高君）　私、第１の理由の中でも説明いたしましたが、今回、４月末までの覚書締結ということで説明を受けておりました。それが、おおむねという、そういった理由から１か月ほどの余裕をもってということではございましたが、私たちは４月末までの覚書の締結と、そういう意味合いで今まできたわけでございます。そんな中で、やはり早めにこれらの覚書案を私たち自身、議員が知ることによって町民への説明責任というものも果たしていけるものと考えての提出でございます。

１番（羽根田八千代君）　確かに厳しい状況の中で、この大きな事業を進めてこられていると思います。そんな中での４月末までの覚書締結、それが若干遅れていると。それには、やはり双方、本町と、そして相手方との大変密なる打ち合わせ等が進んでいるかと思いますが、であるならば、だからこそ、例えば定期借地権の内容等について、ならば、その部分についての疑問点を一つずつ確認する、すべての覚書全文を開示せよというのではなく、こういう件に対してはどのようになっているのかという問題に対しての問いただしという形ではいかがなものかを伺うものであります。

７番（半澤　高君）　もちろん、そのように部分部分ということもございますが、私が求めているのは町の覚書案でございます。町で作ったもの、もう出来ているものをなぜ出せないのか。それが疑問でありまして、町でもう作ってあるものを出すこと、そのこと自体を求めているものでございます。

１番（羽根田八千代君）　そのものを協議整い次第、締結前に提出するという答弁が返っておりますが、それで理解できないものかを伺います。

７番（半澤　高君）　締結前にいただくものは案といいますか、もう案は出来ているわけで、その案が出来ているものをなぜ今出せないのかというのが私の疑問でありまして、その締結まで待つよりも、その今出来ている案をなぜ出せないのか、そういった理由からも今回この動議を提出するものでございます。

２番（片平秀雄君）　ただいま１番の話と似ているんですけれども、町当局の方の説明では、５月の連休明け、５月中に連絡、相手方からの連絡が来ると、そして締結に踏み切るといったような話が先般あったわけでありますが、今、５月も１４日ということです。あと残り土・日を除けば数える日数しかないわけでありまして、先ほどの話の中に、協議が整い次第議会の方には締結前に示すということであります。ここ何日かなわけでありますが、その何日かすら待っていられないような、今すぐ提出ということを望むという、その理由は何であるのか、お尋ねいたします。

７番（半澤　高君）　これも先ほど１番議員にお答えしたとおりでございまして、もし、これが４月末までに覚書の締結がなっていたら、もちろん、こんなことはしておりません。４月末までの覚書の締結がならなかったという、その点からのこの動議の提出でございます。

２番（片平秀雄君）　４月末というのは、先般というか、私も前からこの基本協定読んでおりますが、おおむね４月ということを昨年の１０月７日に基本協定の中にうたっているわけであります。つまり、その４月末ということが、おおむねといったことが前後１か月ぐらいはという話も先般説明受けたわけでありますけれども、それが４月３０日であればこんなことにはならなかった。逆にあと何日かの中で余裕があるからこういうことになっているということになると、その目的が本来どうしてもその中身を事前に見たいということになれば、それは４月３０日前であったってこういう話があったってよかったのではないかというふうに思うところでありますが、その辺はどのように考えますか。

７番（半澤　高君）　そのお話は多分４月前にも、その覚書というのはどうなっているんだということで出ていたと思いますが、４月末までにこの覚書というものの締結ができなかったという、整理しますので、すみません。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（高橋宣博君）　暫時休議いたします。
(午後　３時１２分)

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（高橋宣博君）　再開いたします。
(午後　３時１４分)

                    ◇                    ◇                    ◇

７番（半澤　高君）　ただいまの件に関しまして、大変申し訳ございません。
　今回この動議を提出するのは、今回この臨時議会という機会を得てのものでございます。以上です。

１２番（齋藤松夫君）　私は、提出者に対しまして２点伺いたいと思うのでございます。
　１つは、議会としてのチェックが必要であると述べられた点、それから、ただいまも議論になりましたが、４月３０日までに締結に至らなかった点、こういった点を理由として挙げられておりますので、よろしくお願いをいたします。
　まず、チェック、議会としてのチェックが必要であるという点に関して伺うものであります。町当局の説明では、協議が整った後で議会にお示しをしますと、こういうふうな回答になっているわけであります。私が伺いたいのは、協議が整った後では議会にお示しされたとしても、その後議会としてチェックをする機会はなくて終わってしまうと。したがって、今の時点で覚書案の提出が必要であると、こういうふうに理解をしてよろしいかどうかを伺うものであります。

７番（半澤　高君）　１２番議員お質しのとおりでございます。

１２番（齋藤松夫君）　続いて、２点目お尋ねをするものであります。
　ただいまも議論としてありました４月３０日以前にも覚書の提出ということが要求として出てもよろしかったのではないかというご意見が出ております。それに対して提出者は、ただいま説明されました。つまり、４月３０日までに締結されておれば、このようにして動議を提出するようなことはなかったと、こういう説明であります。加えて、そういう説明をされているわけでありますが、それに関して私の方からお聞きしたいのはこういうことであります。つまり、４月３０日までに提出ができなかった理由として株式会社ヤマザワ側の方から挙げられているのは、ドラッグ部門は利益が出ているがスーパー部門は減益が確実であると、そういうふうな状況が挙げられており、よって役員会で協議が必要、更には投資家に対しての説明が必要である。あるいは、事業計画書についても再検討をしなければならない。こういうふうな理由が挙げられているところであります。つまり、そのような理由が挙げられているということは、商業者にとりましてその経営環境が非常に厳しい状況を迎えていると。そういう中での覚書の締結である。覚書どおりに出店が進むのかどうか、万が一出店にこぎつけられないような状況があった場合も想定をして考えなければならない。そういう点に立って今回提出に至っているものと理解しているところでありますが、そのような理解で誤りがないかどうかを伺うものであります。

７番（半澤　高君）　私、説明の中で言葉足らずではございましたが、１２番議員おっしゃるとおりでございまして、また私、説明の中で述べましたように、状況というものは予断を許さないものであるという点、その点で十分に一致するものと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　（「議事進行」という声あり）

１番（羽根田八千代君）　議事進行ということで、議事進行という言葉が合うのかどうかちょっと疑問ではありますが、今の質疑の中のところで、議会としてのチェックという言葉が出てまいりました。そこで、動議提出者の７番議員ではなく執行部に伺いたいところではあるんですが、締結前の覚書提出によって、それを議会としてチェックするということは不可能なのでしょうか。そして、もう一つは、今、疑問点に挙げられていることに対しての定期借地権の内容等、できる範囲での内容のものが織り込まれているのかどうか、そういった説明ができるのかどうか伺うものであります。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（高橋宣博君）　暫時休議いたします。
(午後　３時２０分)

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（高橋宣博君）　再開いたします。                   （午後　３時２４分）

                    ◇                    ◇                    ◇

１番（羽根田八千代君）　ただいま私、議事進行をかけさせていただきましたが、大変発言の撤回を求めます。今後更に研鑽してまいります。

議長（高橋宣博君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

８番（平井國雄君）　私は、反対の立場から討論させていただきます。
　覚書締結期日は、おおむね４月末であるということでありますが、町長からは相手の都合もあり、今、覚書策定の途上であり、協議が整い次第、そして締結前に議会に説明するとの答弁がありました。そういう中であり、憶測をもって騒ぎ立てることは町民に対して不安を与えることになると考えます。
　よって、速やかに策定を待つべきと考え、動議に対して反対するものであります。

１１番（相原京子君）　賛成の立場で討論いたします。
　提案理由に述べられた三つの理由、すべて正当なものと判断します。議会として当然の責務でございます。町民の利益を損なわないために、この動議に賛成でございます。

２番（片平秀雄君）　私は、反対の立場で討論いたします。
　執行権者である町当局の説明では、現段階においては相手方との協議途中であり、協議が整い次第議会には締結前に示すとのことであり、両者間の信頼を考えた場合、執行部に公表時期を守っていただくということが議会としての態度ではないかと考え、反対をいたします。

６番（原　賢志君）　私は、賛成の立場で討論をさせていただきます。
　本来、おおむね４月までというような基本協定書に沿った事務を町当局としては進めたきた中、相手方の諸事情によって５月にずれ込んでいるという結果に至っております。町としては、基本協定書に基づき、しっかりとした事務を行ってきており、その結果、既に案として出来上がっている覚書でもあり、その覚書をしっかりと精査確認することは議員として当然のことであると感じております。現時点において協議が整い次第というようなことではありますが、明確なスケジュール、日程等も明示されていない現状にあり、このまま５月末を迎えてしまうことも懸念されます。そうした中において、しっかりとした事務を行ってきた町当局のプロセスの一つとして、現段階で相手方へ提示してある覚書(案)を提示を受けるのが本来の形と考え、賛成の立場をとるものであります。

議長（高橋宣博君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより、福島蚕糸跡地商業者募集事業に関する基本協定書第５条に基づく定期借地権設定の覚書案の提出を求める動議を採決いたします。
　ご異議がありますので、この採決は起立によって行います。
　本案に賛成の方は起立願います。

（起立　８名　不起立　５名）

議長（高橋宣博君）　起立多数であります。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎町長あいさつ

議長（高橋宣博君）　以上をもって本臨時会に付議された事件の審議は全部終わりました。
　町長よりあいさつがあります。

町長（林王喜久男君）　閉会にあたり一言ごあいさつを申し上げます。
　まずもって、本日ご提案をいたしました議案については、原案のとおり可決承認をいただきまして誠にありがとうございました。つきましては、速やかなる事務の執行をもって事業の成果を上げてまいりますので、今後ともご理解とご協力をお願いするものでございます。
　なお、ただいま動議可決のありました覚書の扱いでございますが、現在甲乙の当事者間で協議中でございます。したがいまして、現時点で当事者以外に公開することは控えさせていただきたいと思います。なお、協議が整い次第、議員の皆様方にもご説明申し上げますので、ご理解を賜りたいと思います。
　最後になりますが、明日あさって１６日には半田山、いわゆる復興１００周年を迎える半田山の山開きもございます。どうか議員の皆様方も参加いただくことをご案内を申し上げまして、閉会のあいさつに代えさせていただきたいと思います。ありがとうございます。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎閉議及び閉会の宣告

議長（高橋宣博君）　これをもって平成２２年第５回桑折町議会臨時会を閉会いたします。
　ご苦労さまでした。
（午後　３時３１分）

　　　会議の経過を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。
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